
アジア太平洋地球変動研究ネットワーク



APNは｢地球変動研究｣を｢アジア太平洋地域での地球変動（地球の物理的、生物学的体系における自然および人為的
変化のうち、地球規模で集約すると重大な影響をおよぼすもの）の研究と持続可能な開発のためのその実施｣

APNの使命

使命 ジ 太 洋 起 境 変APNの使命は、アジア太平洋地域で起こっている地球環境の変
化を明らかにし、下記のとおり、その解決の糸口を見出すことに
あります。

1. 自然現象と、人為的活動の両観点から、地球変動を
確認し、説明し、予測する

2. 自然のシステムと人間が創り出した社会システムに対

基本的な活動戦略

3. 科学的知見に基づき、地域的変動に対して適切に対応し、持続可能な開発に寄与する政
策立案に貢献する

する地域的・地球規模的脆弱性を評価する

1 地域における地球変動及び関連事項 の理解を深めるとともに 地球変動が重要な要素1. 地域における地球変動及び関連事項への理解を深めるとともに、地球変動が重要な要素
であるとの観点に立脚した政策決定のための科学的根拠の形成に貢献する潜在的な可能
性をもつ研究を促進すること。

2. 政策決定者、研究者と協議しながら、これらの研究を促進するため現在及び将来にわたる
ニーズを明らかにすること。

ビジョン

地球システムの変動は、世界人口の半分以上をかかえるアジア太平
洋地域の国々の社会・経済に大きな影響を及ぼしつつあります。
近年の研究及び観測によれば、地球変動による新たな影響が明らか
になり また同時に新たでかつ解決しなければならない事項も明らかになり、また同時に新たでかつ解決しなければならない事項も明らか
になってきています。

APNは、こうした新たな課題を見出し、これらに焦点を当てた地域協
力研究を推進しています。それによって、APNは、これらの研究成果
が、地球変動に関する重要な政策決定のための科学的知見の蓄積
に貢献することを確信しています。に貢献することを確信しています。

APNは地域内の開発途上国が
多くの共同研究に参加し、それ

により多くの便益が得られるよう努めています。
また地球の様々なシステムに関して相互に影響しあう地
域の役割を認識し APNはその支援する研究が 他の地域の役割を認識し、APNはその支援する研究が、他の地

域での研究や地球規模の調査プログラムの下で実施さ
れている研究と連携が図られるよう努めています。
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APNが目指すゴール

使命を達成するため は ゴ を設定し ます それぞれ ゴ は特に

と定義しています。

APNの使命を達成するため、APNは5つのゴールを設定しています。それぞれのゴールは特にAPN
が支援する活動に沿って達成されると考えています 。これらの活動は、年次地域提案募集プログラ

ム(ARCP)及びAPN能力向上支援プログラム(CAPaBLE)から選定される活動です 。

ゴール１： 特に地域に関連する地球変動研究における地域連携の支援

ゴール２： 科学者と政策決定者間の適切な連携強化 科学的知見の政策決定過程への提供 及ゴ ル２： 科学者と政策決定者間の適切な連携強化、科学的知見の政策決定過程への提供、及
び、科学的知見の市民への提供

ゴール３： 地域内の国々の科学的技術的能力の向上

ゴール４： 他の地球変動研究ネットワーク ･ 機関との協力

ゴール５： 研究基盤の開発支援及びノウハウ・技術の移転

APN参加メンバー国

APN参加メンバー国は、1996年の12カ国から、現在では以下の21カ国となっています。
オーストラリア、バングラデッシュ、カンボディア、中国、フィジー、インド、インドネシア、日本、ラオス、
マレ シア モンゴル ネパ ル ニ ジ ランド パキスタン フィリピン 大韓民国 ロシア スリマレーシア、モンゴル、ネパール、ニュージーランド、パキスタン、フィリピン、大韓民国、ロシア、スリ
ランカ、タイ、アメリカ及びベトナム。

太平洋島嶼国及びシンガ
ポールはすべてのAPNの

プログラムに参加可能な準
加盟国です

APNの組織

APNは政策立案者（政府
間 会 合 、 IGM ） と 科 学 者
（ 科 学 企 画 グ ル ー プ

加盟国です。

（ 科 学 企 画 グ ル プ 、
SPG）との年次合同会議を

中心に構成されています。このIGMがAPNの意思決定機関であり、事業・予算等の審議、科学企画

グループの推薦に基づき支援プロジェクトの選定を行います。運営委員会と事務局はIGMとSPGを
支える役目を担っています 。
IGMが能力向上支援プログラムを決定するために、 APNはCDC（Capacity Development
Committee） を設置しその助言を受けています。またSPG-SC（SPG Sub-Committee）はSPGに） を設置 そ 言を受 す。 （ ）
よる公募プロジェクト選考のため、APNに提出されるプロジェクト提案書を検討し採択優先順位を決

定しています。
APNは、公募による共同研究プロジェクト（ARCP）と研究能力開発プログラム（CAPaBLE）に対し
て財政的支援を行っています。
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科学的課題
APNの科学的課題

APNは、地球システムに起こっている

変化について物理的及び人的側面に
関する知見を蓄積するための活動を
行っています。その重点分野は以下の
とおりです。
1 気候1. 気候
2. 生態系、生物多様性及び土地利用
3. 大気、陸生、海洋圏の変化
4. 資源（食料、水、エネルギー、物質）の

利用及び持続可能な開発見向けた経路
5. 分野横断的事項及び科学と政策の統合

能力向上支援プログラム（CAPaBLE）

APNは、前記５分野の地球変動に関する研究活動に対し、年次地域提案募集プログラムARCP
（Annual Regional Call for Proposals）により支援を行っています 。ARCPの対象は前記分野に
おける知見のギャップを埋めるための新規研究、既存の研究成果の統合と分析、研究企画/調査活
動、総合的な評価報告、影響アセス、気候モデルのような政策決定に役立つものの開発等です。

能力向上支援プログラム（CAPaBLE）

2003年4月に開始された開発途上国にお
ける持続可能な開発のための科学的能力
構築・向上プログラム(CAPaBLE)は、持続
可能な開発サミ ト(WSSD)における実行可能な開発サミット(WSSD)における実行
計 画 の 107 か ら 114 に 記 載 さ れ 、 WSSD
TYPE II パートナー・シップ・イニシアティブ
として登録されています。

CAPaBLEプログラムは、地球変動や気候変

動、食物・水資源の安全性といった持続可能
な開発の問題に関する途上国の政策決定に
役立つ科学的能力の向上を目的としています。
これらの取り組みは次の３つのアプローチに
よ てその目的の実現を目指しています １）よってその目的の実現を目指しています。１）
経験豊かな科学者の｢能力向上｣、２）若手、
中堅科学者の｢能力開発｣、３）科学者と政策
立案者間の接点となり、科学者、政策立案者、
そして一般市民への認知につとめること。
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政策課題

課題課題
科学の重要な役割のひとつとして、政策決定者のニーズに対して確実な情報とその解決策を提供す
ることがあります。またこれらの関係者がニーズをはっきりさせることも重要です。しかしながら科学と
政策の適切な関係と連携を築くことはいつも困難を伴います。

課題解決のためのAPNの対応
APNは「科学者と政策立案者間の適切な関係を強化し 政策に科学的知見を反映させる」ことを掲げAPNは「科学者と政策立案者間の適切な関係を強化し、政策に科学的知見を反映させる」ことを掲げ
ています。そのネットワークは科学的活動の下で、効率的な手法と手順の開発に努め、その知識や
情報を科学及び政策コミュニティに伝達することに努めています。また科学と政策の連携に取り組む
多くの科学的活動機関との協力も進めています。

事業項目
APNの事業は、１）参加国の積極的な参画、２）財源確保、３）地球変動研究機関との連携、から構成
されています 。

参加国の積極的な参画
APNは、参加国において、気候変動に関連する政策ニーズとその優先順位を決定するために一層努
力がなされるよう 、そのメンバー各国のオーナーシップを強化する取り組みを行なっています。
参加国、特に各国の政策立案者であるフォーカルポイントは、それぞれの国においてAPNの活動を実
施する役割が期待されています 。
APNは各加盟国、プロジェクトリーダー、事務局そして他の地球変動問題に取り組む国際機関との情

報交換を欠かさず行っています。

財源確保
財源の多様化はAPNの重要な任務の一つであり、資金的な援助に限らず、APNに関係するさまざま

な国や国際機関からのあらゆる種類の支援形態、つまり機材、施設、人材の提供をも含んだ参画がな国 国際機関 あ ゆる種類 支援形態、 り機材、施設、 材 提供をも含 参画
求められます。そのためAPNは以下のように幅広く支援を模索しています ：１）参加国からの一層の
財政支援、 ２） 有形無形の支援を通じたAPN支援事業がもたらす効果による波及、３）アジア太平洋
地域の地球変動研究に関心のある同地域内外の新たな財源の確保、 ４）事業経費、事務的経費等
財源の効果的配分、 ５）経費の一層効率的な使用。

地球変動研究機関との連携
APNは業務及び事業内容を 層効果のあるものにするため 他の地球変動研究及び政策決定機関APNは業務及び事業内容を一層効果のあるものにするため、他の地球変動研究及び政策決定機関
と連携を図っています。
APNは常にそれらの機関との新たな相乗効果（財源、研究及びネットワーク構築等）を常に念頭にお
いて活動しているのです。
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第13回IGM/SPG会合後の2008/2009の主な成果

主な活動

• 20件のARCPプロジェクト支援（新規9件、継続11件）
• CAPaBLEプロジェクトにおいて13件のキャパシティ・ビルディン

グ(CBs)プロジェクト（新規12件、継続1件）、統合研究プロジェ
クト(CRPs)（継続3件）支援

• 2008年度ARCP 及び CAPaBLEプログラムロジェトの支援申
請案件募集、58件の応募意向書受理、申請概要書については
ARCP37件、CAPaBL37件受理、最終申請書については
ARCP18件、CAPaBLE19件受理。

• 総合的研究に関する特別支援申請案件募集、申請概要書11
件、最終申請書8件受理

• CAPaBLE Phase I の評価を実施、CAPaBLE プログラム
Phase I の評価報告書案（ステークホルダーによる概要）作成
2008年4月16 17日 東京において第1回APN と• 2008年4月16、17日、東京において第1回APN と
GEOSS/AWCIによる合同スコーピング・ワークショップ開催

• 2008年5月23-26日、神戸で開催されたG8環境大臣会合にお
いて活動状況展示

• 2008年6月3日ドイツ、ボンにおいて開催されたSBSTAにおいて、IAIと共
催で 「環境政策決定に関する科学分野と政策分野におけるキャパシ催で、「環境政策決定に関する科学分野と政策分野におけるキャパシ
ティ・ビルディング」をサイド・イベント開催

• 2008年10月6-7日フィリピン、マニラにおいて第10回APN運営委員会を
開催

• 2008年10月28日、中国、上海においてAPN事業申請書作成ワークショッ
プを開催

• 2009年2月1日、神戸市においてAPN国際セミナー「生物多様性と人類、
共生を目指して」を開催

• APN の第2次戦略計画評価及び第3次戦略計画立案の準備実施
• コミュニケーション戦略策定
• APN加盟国及び事務局員が多くの国内外の活動に参加
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コミュニケーション及び関連活動
出版物及びその他コミュニケーション活動

• 第13回IGM/SPG会合議事録
• APN紹介リーフレット（khaskura（ネパール）語）
• APN2008リーフレット（英語版）及び各国語版（日本

語、khaskura（ネパール）語、韓国語）
• APN国際シンポジウム「温暖化と生態系・生物多様

性の変化 生態系の変化への挑戦」議事録性の変化、生態系の変化への挑戦」議事録
• 第1回APN と GEOSS/AWCIによる合同スコーピン

グ・ワークショップ議事録
• APN事業申請書作成ワークショップ議事録
• 2008年12月、2007/2008年報
• 2009年3月プロジェクト便覧 Volume 4
• ニュースレター（季刊）（電子媒体のみ）

国内及び国際的な活動に対する参加
APNはアジア太平洋地域において、地球変動研究に関する一層の役割を担
うため、様々な機会を活用し、各種会合等への参加するとともにその活動成果を発表しています。

• APNホームページ及びメーリングリストの随時更新

• 第2回GEOSSシンポジウム「アジア太平洋地域の持続可能な開発にかかる統合的な観測」• 第2回GEOSSシンポジウム「アジア太平洋地域の持続可能な開発にかかる統合的な観測」
（東京）

• 国際ワークショップ「革新的研究と開発に関する環境データと地域の開示」（中国、上海）
• G8巻脅威大臣会合（神戸）
• 第28回SBSTAにおけるAPN/IAIサイドイベント（ドイツ、ボン）
• 第28回SBSTA会合参加国との研究活動における開発に関する非公式会合
• 第15回IAI総会（アルゼンチン、ブエノスアイレス）第 回 総会（ア チ 、 アイ ）
• IGES10周年記念シンポジウム「アジア太平洋地域における気候変動対策戦略」（横浜）
• IGES セミナー（神奈川県葉山町）
• 申請書作成会合（APN支援事業） （タイ、バンコク）
• 第16回エコアジア（名古屋市）
• IGFA会合（メキシコシティ）
• 第8回EMECS国際会議（上海）

地中環境変動と食料 「イ ド ガ ジ 平原における環境変化と食料安全保障 要• 地中環境変動と食料(CECAFS)「インド・ガンジス平原における環境変化と食料安全保障、要
旨及び課題設定議論」

• 第3回GEOSSアジア太平洋シンポジウム「GEOSSの横断的なデータ共有」 （京都）
• 第4回AWCI国際調整グループ会合（京都）
• 国際シンポジウム「低炭素社会の実現、科学と政策の橋渡し」（名古屋）
• プロジェクトに関する統合ワークショップ「モンスーン東アジアにおける気候変動が表流水質に

及ぼす影響に関する地域共同研究 気候リスクの管理に向けて」（マレーシア コタキナバル）及ぼす影響に関する地域共同研究、気候リスクの管理に向けて」（マレーシア、コタキナバル）
• ワークショップ「危機に瀕する都市、アジア沿岸域の大都市における気候変動に対する適応

能力」（バンコク）
• APN共催、第11回太平洋地域科学会合「太平洋諸国とその海洋、直面する地域・地球変動」

タヒチ
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APN事務局
〒651-0073 兵庫県神戸市中央区脇浜海岸通1-5-2 人と防災未来センター東館 4階
Tel: 078-230-8017/Fax: 078-230-8018
Email: info@apn-gcr.org /Website: http://www.apn-gcr.org


